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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 高 粘 度 の セ ル ロ ー ス エ ー テ ル を 過 酸 化 水 素 で 酸 化 的 に 分 解 さ せ る こ と
に よ り 低 粘 度 の 水 溶 性 セ ル ロ ー ス エ ー テ ル を 製 造 す る 方 法 で あ っ て 、 前 記 高 粘 度 の セ ル ロ
ー ス エ ー テ ル を 過 酸 化 水 素 の 水 溶 液 と 一 緒 に ６ ５ － １ ２ ５ ℃ の 温 度 で 強 力 に 混 合 す る が 、
乾 燥 セ ル ロ ー ス エ ー テ ル を 基 準 に し た 前 記 過 酸 化 水 素 の 含 有 量 が ０ ． １ － １ ０ 重 量 ％ に な
る よ う に 前 記 混 合 物 の 比 率 を 選 択 し 、 前 記 混 合 物 の 全 量 を 基 準 に し た 前 記 混 合 物 の 固 体 含
有 量 が ２ ５ 重 量 ％ 以 上 に な る よ う に し 、 そ し て 次 に 前 記 混 合 物 を ６ ５ － １ ２ ５ ℃ の 温 度 で
前 記 過 酸 化 水 素 の 少 な く と も 約 ９ ０ ％ が 消 費 さ れ る ま で 連 続 的 に 撹 拌 す る こ と を 特 徴 と す
る 方 法 。
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